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研究要旨：炎症性症疾患（IBD）患者数の増加に伴い、様々な感染症を合併する患者も増加している。

また、ステロイド、タクロリムス、アザチオプリンなどの免疫調節薬や抗TNFα抗体などの種々の薬剤

の長期使用に伴う問題も注目されている。本研究ではわが国のIBD患者におけるこれら合併症について

実態をアンケート調査する。 

 

 

Ａ．研究目的 

 炎症性症疾患（IBD）患者は年々増加しており、

今後もさらに増加することが予想されている。

患者数の増加に伴い、様々な感染症を合併する

患者も増加してくることと考えられる。また、

ステロイド、タクロリムス、アザチオプリンな

どの免疫調節薬や抗 TNFα抗体などの種々の薬

剤が使用されるようになってきている。 

 これらの薬剤の使用に関して、B型肝炎ウイル

ス感染者に関しては医薬品医療機器総合機構

（PMDA）より免疫抑制作用を注する医薬品の投

与に伴う B 型肝炎ウイルス増殖について注意喚

起が行われたり、日本肝臓学会より「免疫抑制・

化学療法により発症する B 型肝炎対策ガイドラ

イン」により核酸アナログ薬の投与が推奨され

ている。 

 C型肝炎ウイルス感染者については、HCVに対

する治療が IBD 発症の契機となったという報告

や、HCV合併IBDに対する抗TNFα抗体治療は安

全に行える、IBD患者に対するHCV治療中にIBD

が増悪したという報告など一定の見解は得られ

ていない。 

また、免疫抑制療法が多く用いられるようにな

ってきたために、呼吸器感染症や発がんの発症

が懸念されている。呼吸器感染症の中でもニュ

ーモシスチス肺炎は非 HIV 患者で発症した場合

は重篤下肢休息の経過となることがあり、死亡

率は 10～20％と報告されている。ニューモシス

チス肺炎に対する対策として、免疫抑制療法を

行う場合にはST合剤の予防投与が推奨されてい

る。炎症性腸疾患患者においてST合剤の予防投

与がどのような患者に対して行われているのか、

どの程度の患者がニューモシスチス肺炎を発症

しているのかを検討し、今後の治療につなげる

ことができると考える。 

また、アザチオプリンや 6MP などチオプリン製

剤の使用、抗TNFα抗体の使用下での発がんにつ

いて、様々な報告がされている。本邦からの炎

症性腸疾患患者での上記薬剤の使用による発が

んについては報告が少なく、どのような患者に

対してどのような使用をすると発がんのリスク

があるのか明らかとなっていない。 
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ス感染の影響、ニューモシスチス肺炎の現状、発
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Ｂ．研究方法 

厚生労働科学研究 難治性疾患克服研究事業

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班参

加施設にアンケート形式で調査を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

患者個人情報が特定できないよう、個人情報保

護法に基づき匿名化を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

 アンケートは作成し、発送準備中である。また、

関西医科大学倫理委員会での承認が得られ次第発

送する予定である。 

 

Ｄ．考察 

なし。 

 

Ｅ．結論 

炎症性腸疾患患者におけるC型肝炎ウイルス感

染の影響、ニューモシスチス肺炎の現状、発がん

の現状についてアンケート調査の準備を行ってい

る。 
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  なし 
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